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荒
高
掲
示
板 

～
県
立
荒
砥
高
等
学
校
～

　

す
で
に
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
正

門
手
前
の
道
路
沿
い
に
、
念
願
の

「
学
校
Ｐ
Ｒ
用
大
型
看
板
」
が
３

基
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
荒
砥
高
校

後
援
会
（
菊
地
豊
宗
会
長
）
の
ご

尽
力
と
、
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
多
く
の
方
々
の
ご
厚

◆
荒
砥
高
校
を
Ｐ
Ｒ
す
る
大
型
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

意
に
よ
り
設
置
が
か
な
っ
た
も
の

で
す
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
基
の
う
ち
１
基
は
、
荒
砥
高

校
総
合
学
科
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
す

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
掲
げ
て
い
ま

す
。『「
夢
」
が
あ
る
「
希
望
」
が

あ
る
「
輝
く
未
来
」
が
こ
こ
に
あ

る
』
の
文
字
が
白
地
に
優
し
い
色

使
い
で
描
か
れ
て
お
り
、
総
合
学

科
で
の
３
年
間
の
学
び
が
、
生
徒

各
自
の
「
自
己
実
現
」（
す
な
わ

ち
「
輝
く
未
来
」）
に
つ
な
が
る

と
い
う
想
い
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
の
２
基
は
、
生
徒
の
活
躍

や
学
校
行
事
等
の
お
知
ら
せ
の
た

め
に
使
う
看
板
と
し
て
、
タ
イ
ム

リ
ー
に
更
新
し
て
い
く
も
の
で
す
。

現
在
は
、
囲
碁
の
全
国
大
会
出
場

と
英
語
弁
論
大
会
東
北
大
会
出
場

と
を
讃
え
た
文
字
が
大
き
く
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
看
板
を
有
効
に
活

用
し
、
本
校
の
教
育
活
動
や
生
徒

の
活
躍
に
つ
い
て
皆
さ
ま
方
か
ら

よ
り
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
近
く
を
お
通
り
の
際
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　日本でも冬の風物詩となったクリスマス。「クリスマス」といえば

「サンタクロース」。「サンタクロース」といえば「プレゼント」。

子どもたちは、サンタさんが北の国からプレゼントを持ってやって

来てくれることを夢見て待っています。

あらと保育園
子ども俳句　「クリスマス」

　「よくみてね　おてがみかいたよ　サンタさん」

　「くるのかな　いつもしんぱい　サンタさん」

　「サンタさん　ぜったいきてね　わたしのおうち」

　

中
学
3
年
生
の
皆
さ
ん
は

い
よ
い
よ
進
路
決
定
の
時
期

に
な
り
ま
し
た
。

　

「
広
報
し
ら
た
か
」
10
月

14
日
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
よ
う
に
、
町
で
は
、
荒

砥
高
校
の
存
続
と
発
展
を
願

い
、
荒
砥
高
校
に
入
学
し
て

学
ぶ
生
徒
の
皆
さ
ん
を
次
の

支
援
策
に
よ
り
、
町
を
挙
げ

て
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

◆
支
援
策
そ
の
１

　

荒
砥
高
校
新
入
生
に
応
援
券

（
７
万
円
分
）
を
助
成
し
ま
す
。

◆
支
援
策
そ
の
２

　

白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
実

施
す
る
介
護
員
養
成
研
修
（
介
護

職
員
初
任
者
研
修
課
程
）
を
荒
砥

高
校
生
が
受
講
す
る
場
合
、
そ
の

費
用
を
町
が
支
援
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
高
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
会

（
事
務
局
／
総
務
課
企
画
調
整
係

☎
85

－

６
１
２
３
）


